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１．水に恵まれたまち

熊本市は、清れつで豊富な地下水に恵ま
れており、74万市民の水道水源を100％地
下水で賄っています。このことは、人口50
万人以上の都市では日本で唯一、世界でも
稀な都市です。

また、熊本地域（熊本市を含む11市町村：
図１、地域内人口約100万人）においても、水
道水源のほぼすべてを地下水で賄っています。

この熊本地域の地下水を次の世代に確実
に守り伝えていくには、市町村の枠を越え
て地下水保全の取組みを行っていくことが
不可欠です。そのために、平成24年４月に

「公益財団法人くまもと地下水財団」を設
立し、熊本県や関係11市町村、企業等と連
携した対策に取り組んでいます。

この市民・事業者・行政協働による広域
的な地下水保全の取組みが世界に認めら
れ、本市は「2013年国連“生

い の ち

命の水”最優秀
賞」を受賞しました。

２． 熊本地域の地下水の現状

熊本地域では、都市化の進展や米の生産
調整などによる、かん養域が減少したこと
から、地下水位は長年減少傾向にありまし
たが、近年はようやく増加傾向に転じつつ

世界に誇る地下水都市「くまもと」
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図１　 熊本地域（11市町村） 図２　 戸島地区日向東観測井の地下水位の経年変化
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あります（図２）。
また、地下水質も、一部地域で硝酸性窒

素濃度の上昇傾向が見られる（図３）など、
量・質ともに課題を抱えています。

3．水量を守る取組み

水量を守る取組みには、水源かん養林の
整備、転作田を活用した地下水かん養、雨
水浸透の促進、雨水の有効利用があります。
水源かん養林の整備は、白川・緑川上流域
を中心に、855haに及ぶ水源かん養林を整
備しています。
また、転作田を活用した地下水かん養は、

平成16年１月に、大津町・菊陽町・地元土
地改良区などと協定を結び、白川中流域の
農家の協力を得て、転作した水田に水を
張ってもらう取組みを始めました。水張り
の面積や期間に応じて助成金を交付してい
ます（写真１、２）。現在、300戸を超える
農家の協力を得て、約1,400万m3（平成27
年度実績）の地下水をかん養しています。
また、雨水浸透施設の促進は、建築や開

発行為を行う際に、雨水浸透施設の設置に
ついて『熊本市地下水保全条例』の中で義
務付けられています。雨水の有効利用は、
節水に効果的であるため、家庭で使用する
雨水貯留施設の設置について、補助制度を

設けて雨水利用の促進を図っています。
これらの対策のほかにも、平成17年度か

ら熊本市民総参加で取り組む「節水市民運
動」を実施しています。この「節水市民運
動」では、熊本市民１人１日あたりの生活
用水使用量の目標値を掲げており、運動開
始時は、当時（基準年：平成14年度）の生
活用水使用量254Ｌから、10％削減した230
Ｌを目標値として設定しました。
この取組みによって、水使用量は年々減

少し、平成24年度・25年度と２年連続で目
標を達成することができました。しかしな
がら、九州の主な都市の平均（218Ｌ・平
成23年度）と比較すると、まだまだ水使用
量が多い状況にあったため、平成26年度か
らは平成30年度までに218Ｌを目標値とし
て取り組んでいます（図４）。

図３　 地下水中の硝酸性窒素濃度の推移

写真１　 白川中流域

写真２　 転作田における水張りの状況
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4．水質を守る取組み

地下水質の保全対策として、喫緊の課題
である硝酸性窒素削減対策については、重
点対策と位置づけて、『熊本市硝酸性窒素
削減計画』に基づき、農業者、農業関係者、
学識者などと協力し、施肥対策、家畜排せ
つ物対策、生活排水対策等の窒素負荷を削
減する対策を進めています。特に、水道水
源として重要な東部地域の水質保全のため
に東部堆肥センターを整備し、家畜排せつ
物の適正処理を目指しています（平成31年
４月から供用予定）。

また、硝酸性窒素による地下水汚染は熊
本地域全体の問題であり、上流域と一体と
なって取り組む必要があることから、熊本
県及び熊本地域の市町村並びに関係者との
連携を図りながら対策を推進しています。

5． くまもと水ブランドの推進
　　 水遺産登録制度、「水」検定制度、
水守制度等

熊本市にとって「地下水」は、保全すべ
き貴重な資源であるとともに都市の魅力づ
くりに生かすべき資源でもあります。
「蛇口をひねればミネラルウォーター」と

いう良質な水質・豊富な水
量、この「地下水」を熊本
市の魅力づくりの戦略資源
に位置づけて、「水といえ
ば熊本」「熊本といえば水」
と評価されるような都市ブ
ランドの情報発信に努めて
います。

水ブランドの取組みとし
て、熊本水遺産登録制度、
くまもと「水」検定制度、く
まもと水守制度などの広報、
啓発事業を行っています。

熊本水遺産登録制度は、
熊本市の水にかかわる自然、歴史、風習、
人物、芸術など有形または無形の資源を登
録し、顕彰・保全する制度で、現在92件を
登録しています。

くまもと「水」検定制度は、全国初の水
に関するご当地検定で、３級試験は入門レ
ベルの通信試験、２級試験は、より深い知
識が求められるレベルの会場試験、１級試
験は、さらに深い知識や専門的な知識が求
められるレベルの会場試験として毎年実施
し、各級の合格者には認定証を交付してい
ます。平成20年の検定開始以来、平成29年
までの延べ認定者数は、４万1,803人となっ
ています。

くまもと水守制度は、熊本市の水の保全
や魅力の発信等の活動を行う人を“くまも
と水守”の愛称で登録し、「水を守る」「水
を活かす」など、水に関する人材や活動に
ついて情報を収集・提供するとともに水守
同士のネットワーク形成を図る制度です。
熊本の水に関する様々な分野でのこれまで
の活動を、さらに発展させています。

その他の活動としては、熊本市のオフィ
シャルウォーターである『熊本水物語』（市
上下水道局が作製しているペットボトル）
を県外の方が多数参加される会議やコンベ
ンション等で配布し、熊本の水の素晴らし

図４　 熊本市民１人１日あたりの生活用水使用量の推移
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さを体感していただいています。また、地域
や学校・企業などに職員が直接出向いて講
義を行い、熊本の地下水や節水についての
啓発を行っています。

6． 災害に対する取組み
　　 災害用井戸

熊本市民は、平成28年熊本地震という甚
大な災害に見舞われ、市内全域の断水を初
めて経験しました。その教訓を生かした備
えの一つとして、災害が発生した場合、迅
速に水の確保ができるように、熊本市内に
井戸を所有している企業などと「災害用井
戸」の協定を締結しました。災害等で広域
的な断水が発生した場合に、無償で各企業
等が所有する井戸水を市民に提供いただく
ものです。

平成30年１月現在、87企業（88井戸）と
協定を締結しています。この提供される井
戸水には、井戸によって「飲料用水」とト
イレなどに使用する「生活用水」がありま
す（図５）。

7． 未来に守りを伝える
これからもずっと地下水保全

先人から継承してきた熊本のすばらしい
地下水、この限りある資源、熊本の誇りで
もある地下水を未来の子どもたちに確実に
守り伝えるために、これからも地下水保全
の取組みを続けます。
熊本市における地下水保全の取組みの詳

細については、次のHPアドレスをご確認
ください。
http://www.city.kumamoto.jp/kankyo/

図５　 「災害用井戸」による連携のイメージ図

①災害用井戸水提供体制


